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第Ⅰ章 跡地利用の事業実現性から見た課題の整理と行程計画(案)の作成   

１．跡地利用の事業スキーム（案）の作成と課題の抽出等 

 

（１）周辺開発動向の整理 

当地区の跡地利用と連携することとなる周辺開発動向について整理した。 

 

１）周辺での開発動向 

普天間飛行場跡地周辺部においては、世界水準オーシャンフロント・リゾートを目指す

「西海岸地域開発」、キャンプ瑞慶覧について平成 26 年度末に返還が予定されている「西

普天間住宅地区（約 51ha）」、既成市街地の再編を伴う「普天満宮周辺まちづくり」等の

まちづくりの検討が、現在進められている。 

  

  

図 1-1 周辺開発位置図 

西普天間住宅地区 普天満宮周辺まちづくり 

西海岸地域開発 
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①西海岸地域開発の概要 

広域的な観点から、宜野湾から北谷に至る海際のエリア、特に宜野湾市域においては、

その地勢から、各駐留軍用地跡地利用計画と連携し、宜野湾市海浜公園や仮設避難港、沖

縄コンベンションセンター等を中心とするエリアにおいて、大型 MICE 施設の誘致を念頭

に置きながら、世界水準のオーシャンフロント・リゾートの形成に向けた検討を実施して

いる。 

また、現在事業計画の策定が進められている大山土地区画整理事業地区と相互連携する

ことにより、都市機能の補完の他、骨格的道路や緑のネットワーク等、一体的な整備が期

待されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  
図 1-2 西海岸地域開発の概要 
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②西普天間住宅地区の概要 

統合計画により、キャンプ瑞慶覧内の西普天間住宅地区（約 51ha）について、平成 26

年度末の返還が予定されていることから、現在跡地利用計画の見直しが進められており、

現在、地権者の意向調査が進められている。 

地域振興のトリガーとなる都市機能の導入の他、広域道路や緑のネットワーク、周辺部

との緊密な連携が期待されている。 

 

  

図 1-3 西普天間住宅地区の概要 
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③普天満宮周辺まちづくりの概要 

普天満宮周辺におけるまちづくりの検討の中では、歩行者中心のまちづくりにより、既

成市街地の活性化を図るべく、普天満宮前を迂回する道路の整備が検討されている。 

この中には、並木道等の「普天満宮参詣」を復元する「門前町」のイメージ・魅力化の

向上や周辺市街地と調和した景観や環境に配慮した空間の創出が計画されている。 

 

 

  

図 1-4 普天間飛行場周辺まちづくり拡充構想 

図 1-5 先行整備まちづくりのイメージ 

普天間飛行場周辺まちづくり拡充構想 
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④大山地区土地利用事業 

大山土地区画整理事業地区は、地区面積 47.3ha、計画人口 2,600 人を設定した宜野湾

市施行の土地区画整理事業が予定されており、「西海岸地域としてのポテンシャルに対応

した市街地と田いもの栽培を中心とした都市型農地が共存・調和したまちづくり」を整備

目標に定め、幹線道路沿いの一部区域の商業利用を除いては、主として住居系の土地利用

として、事業化に向けた検討、調整が進められている。 

地区の北側には、当地区の特徴でもある田いも畑の保全活用に配慮すべく、地権者への

意向調査の結果、集合農地約 5ha が設定されている。 

 

  
 

図 1-6  土地利用計画（案） 
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「沖縄県における駐留軍用地跡地の有効かつ適切な利用の推進に関する特別措置法」（跡

地利用推進法）の概要 

 

 

 

 

  

出典：内閣府 HP

■特別措置法のポイント 

147



参考資料 

 

  

出典：内閣府 HP

■特別措置法における、土地の取得の円滑化のための処置 
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特定駐留軍用地一覧（平成 25 年 9月現在） 

指定日 施設・区域 

平成 24 年 5 月 25 日 ・キャンプ桑江  

 ・普天間飛行場  

 ・牧港補給地区  

 ・那覇港湾施設  

 ・陸軍貯油施設第１桑江タンクファーム 

平成 25 年 5 月 17 日 キャンプ瑞慶覧の西普天間住宅地区、 

 施設技術部地区内の倉庫地区の一部及び白比川沿岸地域、 

 ロウワー・プラザ住宅地区並びにインダストリアル・コリドー及び 

 その南側部分に隣接する区域の各区域 

平成 25 年 9 月１日 牧港補給地区の区域 

 （平成 25 年 8 月 31 日に返還された一部土地を除く） 

 

 
出典：内閣府 HP

■特定駐留軍用地の指定 
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第Ⅱ章 取組み内容の具体化 

１．環境づくりの方針 

 

（１）過年度検討結果におけるポイント 

  本項では環境づくりに関わる過年度検討結果における重要な考え方や方針等を整理した。 

 

１）中南部都市圏駐留軍用地跡地の緑地保全及び緑化方策等検討調査 

（2011(平成 23)年 3 月） 

 2010(平成 22)年度調査において提示される広域における緑の役割とその配置、並びに普天間

飛行場跡地の役割・方針を以下に整理した。 

 

広域的視点からの普天間飛行場跡地の緑の役割 

同調査において普天間飛行場跡地の役割は中南部都市圏の「水と緑の拠点」と謳われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地形状況と現存植生の状況          

 

 

 

 

 

・駐留軍用地内及び周辺には、比較

的まとまった二次林が分布 

・植生自然度 7以上（自然植生、二

次林等）の現存植生の大部分は、

傾斜地上に存在 

土地利用、市街地の形成状況と    

地質構造の関係

 

 

 

 

 

 

 

・駐留軍用地の区域の多くは琉球

石灰岩で覆われている 

・琉球石灰岩層におけるこれまで

にない規模の都市的土地利用 

広域緑地計画                     

（県の都市計画区域全体を対象 H14 策定）

 

 
 
 
 
 
 
 
・市町村計画より以上の目標水
準を実現するための広域的な
緑地の配置方針で補完 

河川  

流域界 

駐留軍用地 

 植生自然度 7 以上 

※傾斜は 5度以上を表示 

普天間飛行場 

瑞慶覧 

普天間飛行場

瑞慶覧

普天間飛行場 

瑞慶覧 

5 つのコンセプトでの回廊づくり 
自然共生 歴史風土 安心快適 健康・保養 景観

広域緑地計画に示される緑のネットワークを基本として、その他自然資源等や基地返還

跡地の連続性を踏まえ、中南部都市圏の緑地体系を整理 

図 2-1 地形・現存植生、土地利用、広域緑地計画の状況 
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●駐留軍用地跡地を含む中南部都市圏の緑地体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①樹林地・洞穴等の一体的保全により生物多様性の拠点とする 
②フィールドミュージアム機能をも併せ持つ 
③周辺地域も含めた緑のネットワークの形成 
④地下水の涵養に配慮した土地利用を誘導 
⑤広域的防災拠点機能を有する大規模公園の設置

◆普天間飛行場跡地 
 

中南部都市圏のなかで、琉球石灰岩台地における水と緑の拠点としての役割 

植生自然度 7 以上 

の植生分布地 

その他、河川沿い・

湧水周辺等 

既存の公園・緑地等

※H18 都市計画基礎調査より 

上記以外 

自然環境の保全を

目的とするもの 

傾斜地、河川沿い、

文化財周辺等 

保全する緑 

創出又は再生する緑

既存の公園・緑地等

①現存する緑の保全 

②住民に身近な緑の計画 

③地形・水系を踏まえた 
連続する緑 

・生物多様性の確保 

・多様性ネットワークのコア 

・住民・市民の合意形成 

・中南部都市圏全体での連続性 

＜緑の役割＞ 

(仮称)普天間公園 

大山湿地 

←嘉数地域 

宜野湾 
海浜公園 大山湿地 

浦添 
大公園 

浦添 
運動公園 

末吉公園 

首里城 
公園 

識名公園・霊園 奥武山

公園 
漫湖公園 

新都心 
公園 

(仮称)普天間公園 

   広域防災拠点となる大規模公園 

  大規模公園 

公園の位置・規模は今後の検討による 

○ 広域緑地計画に示される河川、公園･緑地、斜面緑地等をつなぐネットワークを基本 
○ 琉球石灰岩台地上の市街地では、公園緑地、湧水、洞穴等の保全と、低地・海岸とのネ

ットワークも考慮 
○ 基地返還跡地では、これらの連続性の確保と拠点形成及び市街地に必要な大規模公園を

配置 

生物多様性を踏まえた駐留軍用地跡地及び周辺の緑地体系 

図 2-2 緑の役割と緑地体系 
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  ●自然・歴史文化要素の関係を踏まえた緑地の配置方針 

  同調査（2011（平成 23）年 3月）では地質や生態系等の自然要素、伝統的な集落構成などの

歴史・文化要素を考慮した緑地の配置方針が示されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集落と地形・樹木の関わり                                                         

・中南部都市圏におけるかつての集落は、段丘上の広範囲に分布 
・段丘平坦部には御嶽の森をはじめとする緑に囲まれた集落や農耕地が立地 
・傾斜地（石灰岩堤等）には防風の役割も果たす樹林が連続 

【石灰岩台地型集落の土地利用断面模式図】

琉球石灰岩台地と生態系の関わり                                                    

雨水の浸透 （急激な地表流出の抑制）

地形の保全

災害防止

地下水貯留

（安定的な水供給）

湧水

農業利用

生活用水

塩害（塩水く
さび）の抑制

湿地生態系
の形成

文化財・緑
地の形成

土砂流出の抑制 さんご礁の保全

気候の緩和

洞窟等の形成

固有の洞窟生態系

特色的な地形

中南部で数少ない
自然植生

市街地周辺での動植
物生息の場

湧水等

気候の緩和
（クールスポット）

（基
地
内
未
利
用
）

【琉球石灰岩台地】 【下流低地】 【海岸】

水循環

地形等

生物多様性

生活・文化

琉球石灰岩台地である普天間飛行場跡地の水、緑、地形、生態系を保存・育成することが、西
海岸を含む広域的な生物多様性や生活・文化等の環境をつくる。 

⇔普天間飛行場跡地 

出典：南城市仲村渠集落の状況 「糸満市観光農園基本計画」（1995） 

図 2-3 自然要素と集落・生態系の関係 
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  返還跡地の緑地計画で検討すべき課題    

                                 緑地の配置方針例                                     

【立体的な緑の配置方針】 
・地表面の状況（植生・湧水）に加えて、地下の状況（洞穴・地下水）等も含めた立体的な保全と活用 
・これらに支障のない範囲で、雨水の浸透に十分配慮した上で、都市的な土地利用。 

【平面的な緑の配置方針】 
・立体的な保全の必要のある区域をネットワークするように配置し、その上で都市的利用を配置 

・レクレーションや防災機能のある公園は、都市的土地利用に応じて配置

全体の地形勾配や境界部
等の大きな段丘崖

地形

地質

洞穴・ドリーネ等の固有の
地形

小規模な崖等の微地形

谷部斜面を含めた河川

地盤全体の保水機能による
水循環系

基地内の湧水等

比較的自然度の高い植生
のまとまり

固有の洞穴生態系

潜在植生

自然海岸・さんご礁

海浜植生

湧水や御嶽跡等の文化財

下流側の水源

旧来の集落

琉球石灰岩での非市街地

河川・水系

植生・生態

海岸

社会・文化

固有の地形・生態
系の保全と活用

保水機能の確保
による水循環系の
保全

地形・地質を踏まえ
た潜在植生の回復

地形の尊重・保全
と、地形・水系・文
化財と一体となっ
た緑地の保全

自然海岸・さんご
礁の保全と海浜植
生の復活

文化財の保全や
微地形の復活とあ
わせて、水と緑と
一体となった生活
様式の再生

【残存する資源】 【失われた資源】 課題 

図 2-4 自然・歴史文化要素の関係を踏まえた緑地計画の課題と配置方針（例）
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